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舞 踊 の記 録 ・分 析 ・保 存
舞 踊 記 譜 法(Labanotation)に よ る 舞 踊 研 究 試 論
中 村 美奈子
1.は じ め に
筆者 は,1987年 よ り東南 アジア地域 を中心 とす るアジアの舞踊 の体 の動 き
とその統語法 に関心 を持 ち,フ ィール ドワー クによる舞踊 実技習得 と,舞 踊
の動 きを体系化 した文献 資料 等 を通 して考察 して きた。 なかで も,3次 元 の
舞踊 の動 きを2次 元 であ る紙 の上 に記録 す る方法 としての舞踊記譜法 に関 心
を持 ち,そ れ に よる舞踊 の記録 と分析 の可能性 につ いて吟 味 して きた。 また,
1997年 よ り舞踊研究 にお けるコ ンピュータテ クノロジーの利用 に も関心 を寄
せ ている。
本小論で は,舞 踊 の記録 とい うことに焦点 を当てて,各 種の舞踊記譜法 に
ネ や
っ い て考 察 した う え で,舞 踊 記 譜 法 ラバ ノ テ ー シ ョ ン(Labanotation)の
シ ス テ ム とそ の舞 踊 民 族 学 へ の利 用,そ して,舞 踊 研 究 とテ ク ノロ ジー との
今 後 の 可 能 性 に つ い て述 べ た い。
*日 本語で は 「ラバ ノーテー シ ョン」 と記 され ることも多いが,本 稿 で は原語 の発音 を
尊重 して 「ラバ ノテー シ ョン」 と記す。
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2.舞 踊 を記 録 す る と い う こ と につ い て
ア メ リカ のバ レエや 現 代 舞 踊 の作 品 の ア ー カ イ ヴで は,ビ デオ とい った 映
像 に よ る記 録 と と もに必 ず 「舞 踊 譜 」(ラ バ ノ テ ー シ ョン)が 保 存 され て い
る。 そ う しな けれ ば 「完 全 な」 記 録 に はな らな い か らで あ る。 なぜ な ら,ビ
デオ は,3次 元 の もの を2次 元 に還 元 した もの で あ り真 の 記録 とは い え な い
し,任 意 の 一 方 向 か らの記 録 で あ るの で,そ の死 角 に あた る部 分 が 必 ず 出 て
きて し ま う。 また,身 体 の重 心 の お きか た な ど,映 像 か らで は知 覚 しづ らい
要 素 も多 い。 舞 踊 譜 は,外 側 に はは っ き り と現 れ な い踊 り手 の 身体 の 内側 か
らの情 報 を記録 で き,ま た,そ の動 きが踊 り手 の意 図 的 な もの なの か そ うで
ない の か を表 せ る とい う点 で,舞 踊 の身 体 表 現 の分 析 的解 釈 に は大 変 有効 で
あ る。 また,舞 踊 は音 楽 と と もに実 践 され る こ とが多 い の で,楽 譜 と舞踊 譜
(例 えば ラバ ノ テ ー シ ョン)を 並 記 して お け ば,作 品 を再 演 す る場 合 に も大
変 有 効 で あ る。 さ らに,舞 踊 譜 に記録 す る こ とに よ り,時 空 間 で生 起 して は
消 えて い く無 形 の 舞踊 作 品 に も著 作権 が 認 め られ る よ うに な った の で あ る。
舞 踊 譜 とは,時 空 間 の 中 で起 こる舞 踊 を視 覚 的 な記 号 に変 換 した もの で あ
り,音 楽 の楽 譜 に相 当 す る もの とい え る。 ア メ リカ の音 楽 学 者 チ ャー ル ズ ・
シー ガ ー(CharlesSeeger)は,音 楽 の伝 承 の観 点 か ら楽 譜 に は,演 奏 を規
定 す る規 範 的 な(prescriptive)も の とあ る特 定 の 演 奏 を記 録 した 記 述 的 な
(descriptive)も の の二 種 類 が あ り,こ れ を は っ き り と意 識 す る必 要 が あ る
と説 い た。 前 者 は,べ 一 トー ヴ ェ ンに代 表 され る よ うな西 洋 近 代 音 楽 作 品 で
あ り,作 品 が ノー テ ー シ ョン とい う形 で 創 作 され る。 後 者 は,上 演 され た も
の を記 録 保 存 す る こ とを 目的 と した記 述 譜 で あ る とい っ て よい。 舞 踊 の場 合,
作 品 が ノー テ ー シ ョン とい う形 で 創作 され る こ とは ほ とん どな くy多 くが 舞
踊 を記 録 保 存 す る こ とを 目的 と した記 述 譜 で あ る とい っ て も よい で あ ろ う。
そ して,舞 踊 の記 譜 法 は,特 定 な踊 りの 記録 に の み適 した記 譜 法 と,多 くの
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舞踊 に普遍 的 に適 用す るこ とので きる記譜 法の二種類 に分類 され る とい えよ
う。前者 は主 に振付 者や踊 り手 の備忘録 として の記譜法 で あ り,後 者 は分析
を必要 とす る(あ るいは 目的 とす る)記 譜 法で ある。
それぞれの舞踊 が持 つ関与性 を考慮 した独特 な舞踊 の記譜 法 につ いて,次
にい くつか検討 して みた い。
3.特 定 の舞踊の ための記譜法
(1)"軌 跡 の 線 画"18世 紀 ヨー ロ ッパ 宮 廷 舞 踊 の 記 譜 法
本 格 的 な舞 踊 譜 の始 ま りは,ヨ ー ロ ッパ 宮廷 舞 踊 で あ っ た とい って もよ い
で あ ろ う。 宮 廷 で貴 族 た ち に よ っ て踊 られ て い た舞 踊 は,ス テ ップ とポ ジ シ
ョ ン と フ ロ ワー ・パ ター ン(舞 踊 の動 きの軌 跡)と い う3つ の要 素 か らな っ
て いた 。 貴 族 た ち は,ス テ ップ を忘 れ な い よ う に楽 譜 の 下 に ス テ ップ の名 称
の頭 文 字 を記 す な どの工 夫 を して いた が,18世 紀 初 頭 にな る と専 門 の舞 踊 手
も現 れ る よ うに な り,ス テ ップや フ ロ ワー パ タ ー ン は複 雑 化 して い き,従 来
の よ うな記 し方 で は記 憶 で きな くな っ て し まっ た。 その よ うな背 景 の な か,
ブ イ エ(R.Feuillet)に よ っ て 「軌 跡 の線 画 」 とい う方 法 の記 譜 法 が考 案
され た(図1)。
この 記譜 法 で は,ま ず,舞 踊 の基 礎 で あ る足 の ポ ジ シ ョンの 記 号 を,次 に
ス テ ップ,ジ ャ ンプ,頭,腕,膝 の動 きを表 す 記 号 を考 案 し,そ れ らを テ ン
ポ と方 向 を示 す 記 号 に組 み合 わ せ,さ らに それ を舞 踊 の軌 跡 を示 す 線 の側 方
(線 を は さん で右 と左)に 置 くこ とに よ っ て記 譜 した。 音 楽 とス テ ッ プ を一
致 させ るた め に は,楽 譜 の各 小 節 に番 号 を付 け,そ の数 字 を その音 楽 に合 わ
せ て行 わ れ るべ きス テ ップ の記 号 の横 に書 き込 む とい う方 法 が取 られ た。 こ
の 方法 に よ り,専 門 の舞 踊 手 た ち も,お 互 い の振 付 を保 存 し,ま た 最 小 限 の
努 力 で再 現 す る こ とが で き る よ う にな った 。 記 号 の造 形 は 美 し く,そ の舞 踊
譜 は視 覚 的 に も美 的評 価 も高 か った よ うに思 わ れ る。 この ノー テー シ ョン は,
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宮廷 舞 踊 の記 録 に適 して い るが,ス テ ップ とポ ジ シ ョ ン とフ ロ ワー パ タ ー ン
に関 与 性 が あ り,ス テ ップ とポ ジ シ ョンの種 類 の 数 が 固 定 して い る舞 踊 に応
用 す る こ と も可 能 で あ ろ う。
一L}
図1フ イ エ ・ノ ー テ ー シ ョ ン
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図2-iヴ ェ ヌー の 記 譜 法 に よ る







図2-2ヴ ェ ヌ ーの 記 譜 法 に よ るカ タ カ リの記 譜例
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(2)手 の 記 譜 法一 一イ ン ドの 舞 踊 劇 「力 タカ リ」(Kathaka!i)の ム ドラ ー
南 イ ン ドの ケ ー ラ ラ州 の 舞 踊 劇 に 「カ タ カ リ」 が あ る。 「カ タ カ リ」 は,
ム ドラー(mudra,手 に よ るマ イム)に よ っ て物 語 を語 る こ とを特 徴 とす る
。
自 ら もカ タカ リの訓 練 を受 け た とい う ヴ ェヌ ー(G.Venu)は この ム ドラー
の 記 譜 法 を考 案 して い る(図24)。 これ は手 の形 を視 覚 的 に認 識 しや す い
よ うに記 号 化 して示 し,腕 の動 きの軌 跡 と顔(表 情)と の 関 係 を示 した もの
で あ る。 図2-2か ら もわ か る よ う に,手 と顔 の部 分 以 外 の情 報 は全 て 省 略
され て しま って い る。 しか し,足 に よ る表 現 の パ ター ンが 非 常 に少 ない この
舞 踊 に は,こ れ で十 分 な の で あ る。 この記 譜 法 の特 徴 は,踊 りを知 らな い 者
に も想 像 力 を働 か させ るだ けの 具体 性 を持 っ て い る こ とで あ る。 何 とい っ て
も,言 葉 で 説 明 す る と煩 雑 に な りが ち な手 の 形 に つ い て視 覚 的 に認 識 しや す
い形 で記 号 化 した こ とは,大 変 貴 重 な試 み で あ る。
⑧ 人 形(ひ とが た)を 用 い た記 譜 法一 ヨー ロ ッパ と イ ン ドの 場 合
踊 りを記憶 して お くた め の個 人 的 な メモ と して人 形(ひ とが た)を 用 い て
特 定 の動 き を書 き留 め て お くとい う こ とは,舞 踊 の学 習 者 の よ く行 う作 業 で
あ る。 こ の 人 形 を体 系 立 て て 記 譜 法 と し て 確 立 し た の が,ゾ ー ン(F .




















































































































































図3ゾ ー ン に よ る記 譜 法
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を示 す人形 を楽譜 の下 に並べ て書 く。 この方式 は,視 覚 的に動 きが把握 しや
すい(イ メー ジ しやす い)と い う点 で は,初 心者 に とって受 け入れやす いが,
よ り複雑 な動 きを記譜 しよう とす る とす ぐに限界が きて しまう。主 にクラ シ
ックバ レエや フォー クダンスの記 録 に使われ,振 付者 やダ ンサーの備忘録 と





















図4イ ン ド舞踊バ ラタナ ーテ ィア ムの記譜例
一 方
,ア ジアの舞踊 の記譜法 で も,人 形 を用 いた ものが よ く見 られ る。例
えば,イ ン ドの古 典舞 踊 バ ラ タナー テ ィア ムの記譜 に も使 わ れ てい る(図
4)。 もっ とも,こ れ は,高 度 に体 系化 されて い るわ けで はな く冒頭 で述 べ
た 「個人 的な メモ」の延長 といえるか もしれない。バ ラタナーテ ィアム は,
ター ミノロジーが発達 してお り,各 ポーズ にそれぞれ名称 が与 え られ て整 理
分類 されている。 また,動 きは特定 な リズムパ ター ン(口 唱歌)に 合わせ て
行われ るため,熟 練 した踊 り手 に とっては,こ の口唱歌 だ けで も十分 に記譜
法 の役割 を果 たすわ けで あるが,口 唱歌 の上 に人型 を付記 して示 す ことによ
り,踊 りの初 学者の 自習教材 としての役割 も果たす ことになる。舞 踊譜 を見
てす ぐに姿勢や動作 を直感 的 につか める とい う長 所 はあるが,細 か い部分 を
記録す るのに は向いていな い。踊 りの動 きの単位が はっ き りと分類整理 され
てい る舞踊 に向 いてい る といえ よう。
(4)五 線 譜 と譜 語一一一標 準 日本 舞 踊譜
東 京 国立 文 化 財 研 究 所 編 『標 準 日本 舞 踊譜 』 に よれ ば,日 本 舞 踊 の舞 踊 譜
は次 の3つ の 方 法 が行 わ れ て い る そ うで あ る。 す な わ ち,1.絵 図 式,2.
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記 号式,3.譜 語式 で ある。絵 図式 とは,人 間 の略 図や連 続写真 を並べ た舞
踊譜 で あ り,前 述の人形 を使 った舞踊譜 と同類 であ る。 しか しこれ は,短 い
舞踊 の場合 は良 いが,長 い作品 にな る と絵 図の枚 数が多 くな りす ぎて しまう
な どの欠点が あ る。記号式 とは,姿 勢や動 きを○ や△,直 線 や 曲線 とい った
記号 で記 す もので ある。書 くのが簡単 な こと,で きあが った譜 面が整 然 とす
る こと,精 密 な記譜 が可能 にな るこ とな どの長所 もあるが,し か し,細 か く
記譜 す るた めには多数 の記号 が必 要 とな り,そ れ を配置 す る規則 も複雑 にな
るため,そ れ らを覚 える まで時 間がかか る とい う短所 があ る
。
譜語式 とは,記 号 の代 わ りに一定 の言葉,す なわ ち 「譜語」 を分節 された
動 きや姿勢 に対 して与 えてい く方法で あ る。個 々の譜語 の表す意味 をは じめ
に明確 に定 め,そ れ を配列 す る上 での規則 を決 める こ とに よって詳細 な記譜
を可能 にす る。譜語 を口ず さむ こ とに よって,口 伝 えに振 りを移 す こともで
きる口承 可能 な舞踊譜 ともい えよ う。譜語が作成 され始 めた江戸時代以降
,
その整理 と名称 の選定 に重点 をおいた研 究が続 け られて きてお り
,譜 語 を最
も体系 的 に整理 した西 川 巳之輔 の研 究成果 を基 に,『 標準 日本舞踊 譜』 がつ
くられ た(図5)。 この舞踊譜 を構成 す る要素 は次 の4つ であ る
。 す なわ ち,
1.姿 勢 と動 作 を表 す譜語,2 .横 線譜(四 線 また は五 線),3.補 助 的記
号,4.楽 譜 と連 結す る縦 線 であ る。 つ まり,五 線 譜の線上 また は線 間 に
譜語や記号 が左 か ら右 へ と時間配列 に よって記録 され る この舞踊譜 は,時 代
に応 じて変化 してい く踊 りを古 い伝承 の まま記録 して後世 に残 す とい う点 で
も利用価値 が ある。 また,実 技 の稽古 をす る多 くの人 々のためのテ キス トと
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図5標 準日本舞踊譜
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か しなが ら,こ の舞踊譜 は,日 本舞踊 の踊 り手 の間 に はあ ま り浸透 してお ら
ず,も っぱ ら絵図式が使用 されてい るようであ る。 この舞踊譜 は,動 きや姿
勢が比較 的大 きい単位 で名前 をつ けて分節で きる舞踊 を記録す る場 合 には有
効 で あるがs動 きその もの を細 か く比較分析す るのに は向いていない。
4.分 析 のための記譜法
前 述 した もの は,い ず れ も一 種 類 また は二 ～ 三 種 類 の舞 踊 にの み適 用 で き
る舞 踊 譜 で あ り,ま た,記 述 も不 完全 で あ るの で,全 ての 舞 踊 の記 録 に用 い
る に は不 可 能 で あ った 。 た くさ ん の種類 の舞 踊 を あ る1つ の 「もの さ し」 で
計 れ た な らば,舞 踊 の動 きの比 較 研 究 が 可 能 にな る はず で あ る。 次 に述 べ る
ベ ネ ッ シ ュ ノー テ ー シ ョン とラバ ノテ ー シ ョン は,そ の理 想 を か な り実 現 す
る もの で あ る。 もっ と も,い くら精 巧 な舞 踊譜 を つ くっ た か ら とい って,舞
踊 の 全 てが 記 述 で きるわ けで は な い の で万 能 な記 譜 法 とい う認 識 は改 め な け
れ ば な らな い。
(1)五 線 譜 型一 ベ ネ ッシ ュ ノー テ ー シ ョン
バ レエ の記 譜 法 として考 案 され,現 在 で はモ ダ ン ダ ンスや 時 に は民 族 舞 踊
の記 録 に も幅 広 く使 わ れ て い る もの にベ ネ ッ シ ュ式 記 譜 法 が あ る(図6)。
この記譜 法 は,ベ ネ ッ シ ュ夫 妻(RudolfandJoanBenesh)に よ って1949
年 に そ の原 型 が 作 られ た。 静 止 位 置 と動 きの手 順 を記 譜 す る もの で,動 き と
位 置 の変 化 の み を記 す 。5本 の 水 平 線 か らな り,そ の線 は,下 か ら フロ ワー
))
図6ベ ネ ッシ ュノーテー シ ョン
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(着地点),膝,ウ エス ト,肩 頭 の レベル を示 す。人体 を後 ろか ら見 た形 で記
録 し・左 か ら右へ読 む。譜面 を左 か ら右 へ横 に読 むた め
,音 楽 の五線譜 との
並記が可能 であ る。前章 で述 べた舞踊譜 と異 な り
,舞 踊 を分節す る単位 が小
さいので,い くつかの舞踊 を記録 して比較検 討す る ことが可能 になる
。 しか
し,記 号 が少 な く簡 潔で ある反面,動 きの質 を細 か く表 しきれ ない とい う欠
点 はあ るが,バ レエの ような,Oズ とそれ をつな ぐパ(pas)が 限定 され
てい る舞踊 の記 譜 には向 いている。簡潔 で はあ るが,手 の高 さ足 の高 さな ど
を分析 して書か なけれ ばな らな い とい う点 で,分 節 された動 きや ポーズ を1
つの記号 に置 き換 える とい う前述 の方法 とは異 な り
,記 録者 の動 きの解釈 が
介在す る。比較的踊 りの動 きの多様性 が少 ない民族舞踊 の研 究 には
,ベ ネ ッ
シュノーテー シ ョンを利 用 す る者 も多いが
,研 究 のための記録 を とるた めに
は,後 述 の ラバ ノテー シ ョンの方が一般的 であ る
。
② 普 遍 的 な記 譜 法 と しての ラバ ノテ ー シ ョン
ラバ ン(Rud・lfv・nLaban・1879-958)は ,ダ ンス が しっカ・り とした研
究 対 象 とな るた め に は,そ の分 析 な り調 査 の た め に も
,ダ ンス それ 自身 が 記
述 され た もの が必 要 と考 えた 。 身 体 の動 き を研 究対 象 と した 場 合 の言 語 の 限
界 性 を感 じ,動 きを記 述 す る最 良 の表 記 法 を考 え,最 終 的 に独 自の ノー テ ー
シ ョンの考 案 へ と行 き着 く。 この ノ ー テ ー シ ョンの特 長 は,ど の よ うに動 き
が 時 間 の 中 で移 行 す るか とい う動 きの プ ロ セ ス の記 述 が 可能 で あ る点 で あ る
。
動 きの 方 向性 お よ び人 間 の体 の左 右 の部 位 を イ メ ー ジ しや す い よ うに下 か ら
上 へ と読 む。 た だ し・ 五 線 譜 と並 記 した い場 合 は,右 横 に倒 して五 線 譜 の下
に表 記 す る とい っ た 方 法 が と られ て い る。 ラバ ン式 舞 踊 記 譜 法 は,後 に ア
ン ・ハ ッチ ン ソ ン に よ っ て戦 後 の ア メ リカ に普 及 す る
。 ア メ リカ で は 「ラバ
ノ テ ー シ ョン」(Labanotation),ヨ ー ロ ッパ で は
,「 キ ネ トグ ラ フ ィー ・ラ
バ ン」(KinetographyLaban)と 呼 ばれ て い る
。

























































































































図7--1ラ バ ノ テ ー シ ョ ン の 譜 線
§
図7-2ラ バ ノテ ー シ ョ













名 は 「ユ ー キ ネ テ ィ ッ ク ス」(Eukinetics)
と呼 ばれ た 。 この研 究 は,1945年 以 降,イ ギ
リス,ア メ リ カ に お い て は 「エ フ ォ ー ト」
(Effort)と 称 され る よ う に な り,動 き の 質
の研 究 に関 す る手 法 と して もて はや され た 。
ラバ ン は,空 間,重 さ,時 間,流 れ とい う4
つ の 要 素 を動 きの質 をみ るた め の判 断基 準 に
設 定 した,エ フ ォー トを表 す諸 記 号 とそ の記
述 シ ステ ム で あ る 「エ フ ォー ト ・グ ラ フ」 を
考 案 し た。 ラ バ ン は,身 体(thehuman
body)は,体(body),こ こ ろ(mind),精 神(spirit)か ら な り,そ れ ら
は密 接 な相 互 関係 に あ る と考 え る。 こ ころ,精 神 の状 態 は動 き に現 れ,逆 にs
動 きは こ こ ろ,精 神 の状 態 に輪 郭 を与 え る。 落 ち込 ん だ 気持 ち は,だ ら りと
垂 れ た 肩 に よっ て表 現 され る。 また,肩 を ゆ っ く りと下 方 へ 降 ろす 動 き は,
落 ち込 ん だ気 分 を連 想 させ る。
ラバ ノテ ー シ ョンは,音 楽 の五 線 譜 と異 な り,下 か ら上 へ,左 か ら右 へ と
読 み進 ん で ゆ く。 譜 面 に は,時 間 の 刻 み を示 す横 線 が 小 節 線 として等 間 隔 に























図7-3ラ バ ノテ0シ ョンの 記 号(方 向 と高低)
中央 の線 が 身体 の 中心 線 を表 し,中 心線 よ り右 側 が身 体 の 右側
,左 側 が身 体
の左 側 の動 作 を記 述 す るた め に使 わ れ る(図7-T)
。
3本 の縦 線 に挟 まれ た そ れ ぞ れ の コ ラ ム は,人 間 の 身体 の各 部 分 に対 応 し
て い る。 例 え ば,左 腕 に対 応 す る コ ラム を読 み進 め て い く こ とに よ
っ て4左
腕 の 動 作 が わ か る よ うに な っ て い る。 中央 の コ ラ ム は左 右 の サ ポ ー ト(sup 、
port)コ ラ ム で,こ の部 分 は体 重 のか か っ て い る部 位 の 運 動 を示 して い る
。
通 常,体 重 は足 にか か っ て い るが,そ れ以 外 の 部位 に体 重 が か か っ て い る場
合 は,そ の部 位 を表 す記 号 を付 記 す る こ とに よ って 示 す(図7-2)
。
サ ポ ー ト以 外 の コ ラ ム は全 て ジ ェ ス チ ャ ー(gesture)コ ラ ム で あ る
。 動
作 は,書 き込 まれ る シ ン ボル の形 状(水 平 面 で の 動 きの方 向 を示 す)と 内 部
のパ ター ン(高 さな どの垂 直 方 向 の 動 きを示 す)の 組 合 せ に よっ て示 され る
。
す な わ ち,黒 く塗 りつぶ され た もの が下 方 ,中 に黒 点 の書 き込 まれ た もの が
水 平(標 準 位 置)斜 線 が上 方 で あ る。 また,シ ン ボル の長 さに よ って そ の 動
作 が達 成 され る まで の時 間 を表 す(図7-3)。
(3)ラ バ ノテ ー シ ョンの 民 族 舞 踊研 究 への 利 用 一一一バ リ舞 踊 の 場 合
ア メ リカ の民 族 舞 踊 学 の論 文 で は,舞 踊 の採 譜 に ラバ ノ テー シ ョンが用 い
られ る こ とが 多 い。 次 に レス リー ・ア ン ・ス コ ラ ン(LeslieAnneScoren)
に よ るバ リの 女 性 舞 踊 レ ゴ ン ク ラ トン の ノー テ ー シ ョン を検 証 しな が ら
,ラ
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バ ノテ ー シ ョンの民 族 舞 踊 研 究 へ の利 用 につ い て 少 し考 察 した い。
まず,ラ バ ノ テー シ ョンで 採譜 す る場 合,身 体 各 部 の動 き を採 譜 者 が分 析,
解 釈 しな けれ ば記 譜 す る こ とが で きな い とい う点 に注 目 した い。体 の 各部 の
ポ ー ズ や動 き は,ど の部 位 が どの方 向 へ どれ くらい動 い て い るか を解 釈 しな
けれ ば記述 す る こ とが で きな い の で あ る。 つ ま り,記 録 され た ノー テ ー シ ョ
ンは そ の ま ま,採 譜 者 に よ る動 きの分 析 結 果 に もな るわ けで あ る。 そ れ は,
言 葉 に よ る厚 い記 述 に変 わ る もの で あ る。 例 えば,図8は レス リー ・ア ン ・
ス コ ラ ン に よ る レ ゴ ン ク ラ トン の 舞 踊 の 基 本 構 え の ポ ー ズ を,舞 踊 学 校
(KOKAR/ASTI)とPeliatan村 とSaba村 の3カ 所 で 採 譜 した もの で あ る
が,ノ ー テ ー シ ョ ンの 各 コラ ム を読 む こ とに よ り,身 体 の どの部 分 が どの よ
うに異 な るの か,視 覚 的 にか な りは っ き り と示 す こ とが で き る。
試 し に舞 踊 学 校(KOKAR/ASTI)方 式 の 基 本 構 えの ポ ー ズ の ラ バ ノ テ
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図8レ ス リー に よ るバ リ舞 踊 の 比 較 譜
(ラ バ ノテ ー シ ョン)
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(サポー トコラムか ら右側 へ)
右足 は深 く膝 を曲 げて体重 をか け
る(サ ポー トコラム)。
右足 は45度 外側 に開 いて
腰 を左 に曲 げて胸 は前方へ
右肘 は肩の高 さで斜 め後方へ
右手首 は肘 よ り低 く前 方へ
右手 の平 を後 ろに反 らせて 曲げる
右手の指 は広 げて
顔 は正面 を向 ける
(サポー トコラムか ら左側へ)
左足 には体重 をか けない(サ ポー
トコラム)
左 足の足の裏全体 を床 につけた状
態 で右 足 よ り前 方 の 左 斜 め 前 にお く
左 足 の指 先 を上 に上 げ る
胴 体 を右 斜 め に傾 け る
左 肘 を左 斜 め後 方 に引 く
左 手 首 を肘 よ り低 い位 置 で前 に 出 す
左 手 の平 を後 ろ に反 らせ て曲 げ る
左 手 の 指 は広 げ て
さ ら に これ を他 の2つ の村 と比 較 して み よ う。 まず,Peliatan村 の 場 合
は,左 足 を右 足 の(斜 め前 で は な く)前 に出 す こ と,そ して左 右 の肘 が舞 踊
学 校(KOKAR/ASTI)よ り高 く上 げ られ 手 首 が 左 斜 め に くる の で,右 の
肘 が よ り鋭 角 的 に 曲 げ られ る点 が異 な る こ とが わ か る。 また,Saba村 との
比 較 で は重 心 の あ る右脚 を 曲 げ る角度 がSaba村 の 方 が浅 い こ と,腰 を あ ま
り左 に 曲 げ ず,胸 も前傾 しな い こ と,つ ま り,上 体 を起 こ して ま っす ぐ立 っ
こ と。 両 肘 を と もに肩 と同 じ高 さ に横 に上 げ る こ と,右 の手 首 が 肘 よ り も高
く肘 の 角度 は鈍 角 に な る こ とが わ か る。 これ らの こ とか ら,上 体 に関 して言
えば,Peliatan村 が最 も前 傾 して お り,Saba村 は ほ とん ど前傾 し て お らず
,
舞 踊 学 校(KOKAR/ASTI)は その 中 間 で あ る こ とが わ か る。
また,当 然 の こ とな が ら,同 じ舞 踊 で あ っ て も,記 録 者(採 譜 者)に よっ
て 記 録 が 変 わ る こ とが あ る。 例 え ば,舞 踊 学 校(KOKAR/ASTDス タ イ
ル の場 合 ・ レス リー はs図9-1-dを 用 いて い るが ,腰 の コ ラム を図9-1-
a,頭 の コ ラム を図9-2-aと い う書 き方 をす る こ と もで きる
。 胴 体 を斜 め
に倒 して(図9-1-d)腰 を左 に 曲 げ る とい う よ りはs腰 を傾 け て頭 を傾 け
る とい う書 き方 を す る。 筆 者 は,実 技 習 得 の過 程 で,腰 を引 き上 げ る こ と
,
首 を斜 め に傾 げ る こ とを注 意 され た か らで あ る。 つ ま り,舞 踊 を観 察 した だ
け の場 合 と実 際 に踊 りを習 った場 合 とで は記 述 の 方 法 も違 っ て くる し,さ ら
に,踊 りの師 匠 の教 え方 に よ っ て も違 っ て くるの で あ る。 また,動 きの解 釈













ラバ ノテーシ ョンによ る腰の傾 きの記譜例






ラ バ ノ テ ー シ ョ ン に よ る 頭 の 傾 き の 記 譜 例
結 果 として の舞 踊 の 見 え方 は同 じで あ っ て も,踊 り手 の意 識 は異 な る場 合 が
あ る。 よ って,舞 踊 譜 を解 読 す る こ とに よ って,採 譜 者 また は踊 り手 が 動 き
を どの よ うに意 識 して い るか を理 解 す る こ とが で きる ので あ る。
ア メ リカ の舞 踊 学 で は,必 ず ノー テー シ ョン の専 門 家 が お り,ス コア の チ
ェ ック を行 って い る よ うで あ る。 しか し,日 本 で は,ま だ ノー テ ー シ ョンの
専 門 家 は少 な く,ま た,ノ ー テ ー シ ョン を読 め る舞 踊 学 者 もほ とん どい な い。
複 雑 な記 号 体 系 を持 つ た め,習 得 に は,2～3年 を要 す る。
5.ノ ー テ ー シ ョ ン と テ ク ノ ロ ジ ー
も し,こ の複 雑 な ノー テ ー シ ョン を機 械(コ ン ピュ ー タ)が 読 み とっ て,
さ らに三 次元 の画 像 と して再 現 して くれ た ら どん な に楽 だ ろ うか。 こ こで は,
記 譜 法 が現 代 の コ ン ピ ュー タ を 中心 とす るテ ク ノ ロ ジー の発 達 の 中 で どの よ
うに扱 われ て きて い るか を見 て い きた い。 コ ン ピ ュー タ との関 係 を 中心 に,
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記 譜 法 の可 能 性 とい う もの に言 及 した い と思 う。 この分 野 にお い て は,ラ バ
ノ テ ー シ ョ ン とべ ネ ッシ ュ ノー テー シ ョンの研 究 が 進 め られ て い る
。
(1)ラ バ ン ・ラ イ タ ー とマ ッ ク 。ベ ネ ッ シ ュ
ラ バ ノ テ ー シ ョ ン を 記 述 す る た め の マ ッ キ ン ト ッ シ ュ コ ン ピ ュ0タ の た め
の プ ロ グ ラ ム 「ラバ ン ・ラ イ タ ー 」(LabanWriter)が オ ハ イ オ 州 立 大 学 の
ル ー シ 』 ・ベ ナ ブ ル(LucyVenable)と ス コ ッ ト ・サ ザ ラ ン ド(Scott
Sutherland)に よ り1989年 に 開 発 さ れ た 。 こ の ソ フ ト は 現 在
,イ ン タ ー ネ
ッ ト上 で 無 償 で イ ン ス トー ル す る こ とが で き る。 現 在 の バ ー ジ ョ ン は 「3
.2.
4」 で あ り,「4.O」 の べ 一 タ 版 もWeb上 で 公 開 さ れ て い る
。 こ れ は,い わ
ば,ラ バ ノ テ ー シ ョ ンの グ ラ フ ィ ッ ク ・エ デ ィ タ で あ り
,グ ラ フ ィ ッ ク の メ
ニ ュ0の 中 か ら記 号 を選 択 し て そ れ を 譜 表 に 張 り付 け る と い う形 で 記 譜 す る
。
こ れ に よ り,ラ バ ノ テ ー シ ョ ン を 記 譜 す る 速 度 は 格 段 に ス ピー ドア ッ プ し た
。
ベ ネ ッ シ ュ ノ ー テ ー シ ョ ン に つ い て の 同 種 の 研 究 は
,カ ナ ダ の ブ リテ ィ ツ
シ ュ コ ロ ン ビ ア に あ る シ モ ン フ レ ー ザ ー(SimonFraser)大 学 に お い て
,
トー マ ス ・カ ル バ ー ト(ThomasCalvert)の 率 い る 研 究 グ ル ー プ(1988)
が カ ナ ダ の オ ン タ リオ 州 ワ ー テ ル ロ ー 大 学 の ロ ン ダ ・リ ー マ ン(Rhonda
Ryman)が ・ マ ッ キ ン トッ シ ュ コ ン ピ ュ ー タ 上 で ス コ ア を 書 い て 編 集 す る
プ ロ グ ラ ム を 開 発 し て い る 。 こ の ソ フ ト は マ ッ ク ・ベ ネ ッ シ ュ(Mac
Benesh)と い い,や は り イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 情 報 を 公 開 し て い る
。 ネ ッ ト
上 か ら の フ リー イ ン ス トー ル は で き な い が,郵 送 で 申 し込 む こ とが で き る よ
う に な っ て い る。 ま た,カ ル バ ー トの プ ロ グ ラ ム で は
,線 で で き た 人 形 を 画
面 上 で 動 か し て 踊 りの シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う こ と もで き る と い う。
(2)ラ イ フ ・フ ォ ル ム ス と ラ バ ン ・ラ イ タ ー
モ ダ ン ダ ン ス の 振 付 家,マ ー ス ・カ ニ ン グハ ム(MerceCunningham)が






図10ラ イ フ ・フ オル ムズ
(LifeForms)が あ る。 画面 上 で 人 形 を操 作 して動 か して,振 付 を シ ミュ レ
ー シ ョン し よ う とす る もの で あ る。 これ も前述 の カル バ ー ト博 士 とカ ニ ング
ハ ム らが 共 同 で 開発 した ソ フ トで あ る(図10)。 ソフ トは市 販 さ れ て い る。
この ソ フ トの特 長 は,3D(三 次 元),CG(コ ン ピ ュー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス)
で は な いが,人 形 をあ らゆ る角 度 か らな が め て 見 る こ とが で き る点 に あ る。
舞 台 を各 観 客 席 の位 置 か ら見 て み る こ と もで きる。 人 形 は複 数 用 い る こ とが
で き るの で,群 舞 の振 付 を作 成 す る こ と も可 能 で あ る。 実 は,こ の ソ フ トの
べ 一 ス に は,ラ バ ノテ ー シ ョンが 使 わ れ て い る の で あ る。 つ ま り,CGで 作
っ た動 き をラバ ノテ0シ ョン に書 き出 した り また 逆 に ラバ ノテ ー一シ ョンか ら
CGに 動 き を再 現 させ る とい う こ とは,理 論 的 に は可 能 な の で あ る。 現 在,
前 述 の ラバ ン ・ラ イ タ ー の開 発 グ ル ー プ と と もに研 究 開発 が行 わ れ て お り,
す で に成 果 が 出 て い る。 近 い将 来 に は,ラ バ ノテ ー シ ョ ンの コ ン ピ ュー タ に
よ る解 析 が可 能 にな るで あ ろ う。
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6.ま と め
パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タの機 能 は年 々 飛 躍 的 に向上 して お り
,個 人 研 究 の
レベ ル で も比 較 的 容 易 に デ ー タが扱 え る よ うに な っ て きた とい え る
。 モ ー シ
ョンキ ャプ チ ャー で 取 った デ ー タ を前 述 の ラ イ フ ・フ ォル ム ス に読 み込 ん で
簡 単 にCG映 像 を作 る こ と も可 能 に な った。1999年6月 に秋 田 のわ らび 座 デ
ジ タル アー トフ ァク トリー(http=//www .warabi.orjp/daf/)で 行 わ れ た ワ
ー ク シ ョ ップ に て
,筆 者 は磁 気 式 モ ー シ ョン キ ャプ チ ャー を用 い て実 際 にバ
リの舞 踊 の デ ー タ を取 った 。 この よ うな デ ー タの使 い方 と して
,デ ジタ ル化
され た 動 きの デ ー タベ ー ス と して ラ イ ブ ラ リ化 す る こ とが考 え られ る
。 これ
らの デ ー タ は,可 能 な あ らゆ る角度,異 な る視 点 か ら動 き を見 る こ とが で き
るの で,身 体 運 動 の研 究 とい う観 点 か ら見 る と,ビ デオ に よ る映 像 記 録 よ り
も効 果 的 な場 合 もあ るで あ ろ う。 マル チ メ デ ィア を利 用 した 舞 踊 の研 究 方 法
につ い て も考 え る時 期 に きて い るの で あ る。
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